
国際ロータリー 第 2500 地区 第 8 分区    JAPAN CHARTERED 

 

RI 会長：レイ・クリンギンスミス           2500 地区ガバナー：柴田 和明 

【2010-2011 年度 弟子屈 RC 理事・役員】 
●会長（理事）今井善昭  ●直前会長（理事）今井正蔵  ●会長エレクト（理事）小林寿男 ●副会長（理事）木暮敏男 

●幹事（理事）桐木茂雄  ●会計（理事）伊藤幸雄    ●会場監督（理事）小家山勝  ●職業奉仕（理事）筒井庄一 

●社会奉仕（理事）鈴木幸栄  ●国際奉仕（理事）竹森英彦      ＊地区   ●会員増強委員 今井正蔵 

2011 年 3 月 30 日(水)   本年度 第 37 回  通算 2689 回      例会  
■ 開会点鐘(12:30) 

■ ロータリーソング 

手に手つないで 

■ 食事 

■ 会長報告 

■ 幹事報告 

■ 委員会報告 

■ 本日のプログラム 

■ 寄付報告 

■ 出席報告 

■ 閉会点鐘(13:30) 

 

本日の寄付 

ニコニコ--  ¥5,500 

米 山---- ¥9,000(3 名・年次) 

東日本震災義援金 

¥16,000(4 名) 

 

寄付コメント 

林 会員～届出欠席(3/23 分) 

吉備津会員～欠席申し訳あり

ませんでした。 

竹森会員～会社の代表交代で 

  代表取締役になりました。 

出席報告 

(鈴木会員) 

会員数----19 名 

出席数----16 名 

出席率----84.2% 

【会長報告】日本ロータリーの先駆者・福島キソジ氏は、関東

大震災の時、世界のロータリーから寄せられた多くの支援を復

旧のために尽力をつくした。昨日、東北へ救助ボランテイアに

向う者に、洗濯機などを運んでもらった。 滋賀県の近江にあ

る「八方よし」の意は、「売り手よし、買い手よし、世間よし」、

人々の信頼を得ることが何より大切だということだ。「利他は

自利である」、ロータリーの職業奉仕の基本に一致すると思う。 

【幹事報告】回覧～根室 RC より会報・プログラム。震災義援

金、米山の寄付を本日中に。 

【委員会報告】吉備津プログラム委員長(4月プログラム裏面に) 

弟子屈町は震災支援物資第１陣の水・食料を美幌自衛隊を中継

に届けた。第２陣は受入れ側の物資整理のため待機中。人的に

も土木・水道関係者を北海道の取りまとめに出動待機。岩手県

の交流都市・久慈市にお見舞い予定。役場に「避難者相談窓口」 

を設置したので、もし近くに居たら利用するようにして欲しい 

小林会長エレクト 4/23 日の米山研修・会員増強セミナー24 日 

の地区協への１泊２日での参加要請、4/5 日の提出なので近日

中に次期会長幹事までお願いします。 

鈴木会員 摩周丘幼稚園も避難者を受け入れる。 

 
今日は勉強になりました(t-k) 

【本日のプログラム】「環境に配慮した事業者の取り組みにつ

いて」～(有)丸高産業・代表取締役・村岡会員の卓話。 

廃棄物には①一般廃棄物②事業系廃棄物③産業廃棄物がある。 

H3 年に知事の許可で収集運搬を、H7 年に町より廃棄物処理の

許可を取った。今年も解体の仕事があるが、リサイクル法にそ

って分別処理をするのに莫大な費用がかかる。また、運搬には

「マニフェスト伝票」が義務付けられるなど厳しくなった。 

そのためにも、毎年、2 名位の社員を東京で勉強させている。 

ゴミ処理の歴史は、江戸時代から明治、大正、昭和初期を経て、 

伝染病や衛生が目的に変化してきた。高度成長期に入ると、地

球上の資源を浪費するとともに、大量のごみを産み出し、焼却

によるダイオキシンの発生や最終処分場の不法投棄、さらには

地球温暖化問題など様々な環境問題を引き起こしてきた。その

ため、産業廃棄物は生産者が自らの責任で扱う、一般廃棄物は

市町村が扱う、と国会で定まった。2000 年は「環境型社会元

年」、ライフスタイルや経済活動を見直すことによって循環型

社会を構築する必要がある。目的は、持続可能な社会をつくる

ことだ。ゴミの「3R」=減らす⇒再使用⇒再資源化 今後とも 

廃棄物の処理にご理解と協力をお願いします。 

 

 
今日の昼食は「親子丼」でした 

責任編集  弟子屈 RC  会報委員会  会報委員長 木暮敏男   委員 竹森英彦 

 



 
 
 

 弟子屈ロータリークラブ   4 月プログラム (予定) 
                               会  長   今 井  善 昭 
                               幹  事   桐 木  茂 雄 
                             プログラム委員長  吉備津   民 夫 
 

日 時 会  場 通 算 今年度       プログラム   担 当 
4 月 6 日 
 12:30 
 

ホテル 
  摩周 

 
2690 

 
38 

 
会報・HP について 

 
広報委員会 

4 月 13 日 
 12:30 
 

ホテル 
  摩周 

 
2691 

 
39 

卓話  徳永哲雄町長 
「新年度行政執行方針について」 

 
プログラム委員会 

4 月 20 日 
 12:30 
 

ホテル 
  摩周 

 
2692 

 
40 

会員卓話  桐木会員 
「新年度の商工会活動について」 

 
プログラム委員会 

4 月 27 日 
 12:30 
 

ホテル 
  摩周 

 
2693 

 
41 

 
地区協議会報告 

 
次期会長幹事 

 
 


